
a  「まなびの心得」をもとに生
徒の学習に向かう態度を向上
させ、教員は授業研究会を複
数回開催して、生徒を見取る
力を高める

目標：公開授業参観２回以上

「まなびの心得」強化週間でチャイム着席について
チェックし、生徒の意識を向上させることができた。
ほぼすべての教員が公開授業を２回以上参観する
ことができた。

「まなびの心得」については強化週間を２回行うこと
でより生徒の意識を高めていく。
公開授業後の研究会を充実させ、教員の指導力向
上につなげる。

b  ＤＸ推進のためのサポートを
実施

図書館オリエンテーションでは、十分な時間がとれ
ずに、タブレット端末の設定をするにとどまってし
まった。生徒がタブレットを使う際の、情報リテラ
シーの育成にはまだまだ時間を割いていく必要が
ある。

生徒への働きかけは、年度初めの図書館オリエン
テーションだけではなく、普段の授業や行事の中で
継続して行っていくことが必要である。そのような働
きかけを行っていく。

c　ビブリオバトルを通して、読
書習慣の啓発に努める

目標：年間図書貸出冊数増加

昨年度の貸出数が1,150冊。今年度は12月現在で
昨年度を少し下回る見込みである。ミニビブリオバ
トルは３年目を迎え、生徒の中に一定の意識が芽
生えててきた。

図書館を模様替えしたたり、ハロウィンやクリスマス
など各種イベントを行うことで生徒が来やすい場所
作りは行っているので、今後は少しでも生徒の目が
読書に向くように働きかけをしていく。

ａ　年間を通した挨拶運動の実
施と、清掃活動に対する生徒
自己評価の実施

目標：不注意遅刻者数３.０人/
日
清掃自己評価年５回実施

校門での朝の挨拶運動を通して、生徒の変化に早
い段階で気づくことができ、教育的効果を感じてい
る。また、頭髪や服装に関しても一定の効果が伺
える。
不注意による遅刻者数は、1学期1.35人/日、2学期
1.68人/日（11月27日現在）で目標を上回ることが
できた。継続して行っている遅刻３回で指導（朝の
挨拶運動）をすることにより、早い段階で指導が入
り遅刻の常習化に歯止めがかかったものと思われ
る。
１学期に２回、２学期に２回、３学期に１回の清掃自
己評価アンケートを実施した。学年によって多少の
違いはあるが、定期的に振り返ることで、全体とし
て校内美化への意識付けは向上してきていると感
じる。

今後も引き続き「生徒の変化の気づき」という観点
で挨拶運動に取り組んでいくとともに、「元気よく挨
拶できる生徒」の育成にも取り組んでいきたい。
不注意による遅刻生徒は減少傾向にあるものの、
「慢性的な体調不良」による遅刻や「不登校傾向」
による遅刻生徒は増加傾向にある。保健・教育教
育相談部とも連携を取りながら、規則正しい生活リ
ズムの確立を促していく。

美化委員会の活動を活性化し、美化意識向上の取
り組みを工夫する。また、生徒が自身の清掃活動
やゴミ分別等の行動を振り返る機会を定期的に設
けることで、意識のさらなる高揚につなげる。

ｂ 生徒会行事（スポレク大会、
学校祭）を主体的に実施できる
体制の構築
　
目標：行事実施後の生徒満足
度９８％以上

学校祭の満足度は97.7%であった。生徒会執行部
を中心に、前例踏襲にとらわれない挑戦があり、新
たな自信やスキルを獲得した生徒やクラスも多いと
感じた。
彦姫祭では来場者数を更新した。本校のファンや
サポーターを増やす努力を通して、生徒の成長を
促せた。学校祭では髪型など生徒の判断に任せて
みたが、ルールの拡大解釈もあったことから、対応
や支援方法が課題となった。

「やって終わり」ではなく、全校体制のふりかえりを
実施することで、学びや課題を洗い出す。教員間で
共有し、気がかりな生徒については、関わりのある
教員による継続的な見取りをお願いする。
「やりたい」「頑張りたい」という生徒の気持ちを大
切にできる支援を心がけ、困り感の共有など教員
間の連携を高めたい。

ｃ　各部署や学年会との情報共
有を密にし、必要に応じて有機
的に各種サポートを実施

目標：不登校等による進路変
更者を減らす

１年生の教職員全員面談を２回実施し、生徒と教
員との結びつきを向上させることができた。
SCやSSWとの連携を昨年度以上に進めることがで
きた。特にSCの利用者のべ数は激増し、面談は常
にほぼ満杯状態であった。
さらに学年会や各部署との連絡を密にして情報の
共有を意識し、生徒の困り感や学校生活への不適
応の早期発見につなげることができた。
結果として学校不適応による進路変更者数は昨年
度より減少した。
一方、休養したい生徒の受け入れを保健室-相談
室-図書室で連携を図って対応しているが、教員不
在のために生徒に移動してもらわざるを得ない
ケースもあった。限界はあるが、時間割編成時に
留意する必要がある。

生徒がより多くの教職員と結びつきを持てるよう
に、年２回の１年生教職員全員面談を継続するとと
もに、その内容を工夫する。

SC、SSWとの連携をさらに強化して、必要な生徒が
専門家からの支援をしっかり受けられるようにコー
ディネートする。

また、保健室-相談室-図書室の担当教職員間の
連絡を密にして、一層の連携を図り、生徒が安心で
きる場所を確保するとともに、生徒の変化や困り感
をいち早くキャッチできるようにする。
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1
学習支援

２
生徒支援



a 進路ガイダンス、オリエン
テーション、LT等を通して生徒
の進路意識を高める

目標：進路ガイダンス、オリエ
ンテーション等後の振り返り時
間設定３回以上

１年生は１２月、２年生は７月に進路ガイダンスを
開催した。各種学校や企業の方から直接お話をう
かがうことで、進路意識の向上を図ることができ
た。また１年生は１１月に実施した進路適性検査を
活用して、自身を見つめ直す機会とした。
３年生は個々の進希望の実現に向けて、全体及び
個人に適切な指導、助言を行うことができた。

進学に関しては、指定校推薦や総合型選抜で入試
に臨む傾向が強いが、学力で勝負できるような実
力を養成して選択の幅を広げることが課題である。
就職については、社会人となる覚悟が不十分な生
徒が少なからずおり、早期離職の懸念を拭い切れ
ない。就職後の展望を可能な限り明確化させていく
指導が求められる。

b クラス･生徒の実態に即した
進路情報提供体制を構築する

目標：若狭東ポータル情報更
新月３回以上

教室掲示とともに学校ポータルサイトでの連絡を随
時行い、必要に応じて情報更新することができた。
３年生については、クラスルームの活用により、進
学・就職それぞれの希望者に適宜情報提供をする
ことができた。
保護者や外部への発信が不十分であったことは今
後の課題である。

情報過多となっているのが現状であり、掲示物等
の精選が必要となっている。個々の生徒の進路希
望の把握を進め、担任との連携を密にしながら効
果的な情報提供を図りたい。

a　ホームページ更新やＰＴＡだ
よりを発行し、学校の情報を保
護者に提供する

目標：HP更新90回以上、PTA
だより発刊2回以上

学校ホームページの更新は通算５１回（11/19現
在）で例年に比べ少なくなっている。今年度から学
校の公式インスタグラムを開設し、学校の身近な情
報発信を行っている。こちらの更新は同じく６０回で
あり、フォロワーも日に日に増えている。

インスタグラムによる情報発信は効果的であり継続
して取り組む。
ＰＴＡだよりの内容について、保護者から知りたい
内容についてご意見を伺い、より充実した紙面にし
ていく。

ｂ　同窓会及び学校活動を会
員へ広く広報し、同窓会活動
への参加を活発にする

目標：総会出席者数前年度比
10％増

同窓会総会の出席者は前年度より４割増となっ
た。昨年度（小浜開催）の参加者が非常に少なかっ
たこともあるが、同窓会役員や各地域の支部長各
位のご尽力の賜物である。
役員・支部長の高齢化にともない、若手への引継
ぎが課題として出てきている。

令和８年度は上中地区が担当地区となるが、より
多くの参加者が見込まれる小浜市内での開催を予
定している。効果的な広報活動について検討する。
創立110周年の事業内容について、検討を始める
必要がある。

a　地域社会や産業界との連携
を深め、生産、調理・加工、販
売に総合的に取り組むととも
に、専門科目に関する資格・検
定の合格を支援する

目標：アグリマイスター認定者
を2桁にする

アグリマイスターの認定者数は、認定手続きがこれ
から始まるため未定である。情報分野をはじめ、教
科担任の配置を見直し、より専門性の高い教員が
指導できる体制を整えた。一方で、他教科の授業
時間が増加するため、引き続き調整が必要であ
る。

アグリマイスターの認定に関わる資格・検定を中心
に、指導体制や教材の充実を図る。指導を担当す
る教員の資質向上や生徒が計画的に学習できる
教材や環境を整える。

ｂ 校外で実施される各種発表
会（学校農業クラブを含む）に
参加し、入賞や上位大会に出
場する

目標：各種発表会での入賞

農業クラブでは、意見発表会Ⅲ類とプロジェクト発
表Ⅲ類で年次大会（県大会）最優秀賞を受賞し、北
信越大会で優秀賞を獲得した。意見発表会Ⅰ類・
Ⅱ類では年次大会で優秀賞であった。一方、農業
クラブ以外の各種発表会への参加は少ない状況で
あった。課題研究の充実のため、令和8年度に学
校設定科目「課題研究基礎」を開講する準備を進
めた。

「課題研究基礎」と「課題研究」、「各専門科目」をつ
なぐ体系的なカリキュラムの整備と外部発表機会
の拡充により、生徒のプロジェクト活動等を強化す
る。

a 実習を中心とした学習指導を
充実させ、技術・技能・社会規
範を習得させる

目標：生徒用タブレットＰによる
共同編集機能を活用した授業
回数前年比10％増

課題研究においてタブレットPCを積極的に取り入
れ、学習支援を充実させたことで、工業技術の習
得につながった。また、タブレット型PCの共同編集
機能を活用した授業回数前年比10%増を達成し、
探究的な学びを支援することで、知識や情報を整
理・分析し、まとめて表現する力が身についた。一
方で基礎知識、技能の定着が課題である。

工業の各科目において、探究的な学び（問い、情
報収集、整理・分析、まとめ、表現）を取り入れる。
対話を充実させタブレットPCの共同編集作業も活
用する。また、学んだ内容を教える、反復する、議
論する、文書にまとめるといったアウトプットの習慣
化をタブレットPCを活用しながら行い工業知識、技
能の定着を図る。

b 資格や検定試験の受験を働
きかけ、取得できるように支援
する

目標：ジュニアマイスター認定
者３名以上

資格取得の意義を明確に伝え、挑戦することの価
値を説くことで、資格取得意欲の向上を図り、ジュ
ニアマイスター顕彰においてゴールド1名、シル
バー2名を含む認定者を多数出すことができた。
目標数は達成したものの、資格取得に積極的に挑
戦する生徒は微増の状態であり、どのように増や
すかが課題である。

資格取得に挑戦するためのきっかけづくりとして、
難易度が低い資格検定を全員受験させ、実習テー
マに技能検定など資格に関わる内容を組み込む。
また、課題研究においても資格探究の時間を入れ
るなどして、資格試験挑戦への意識を醸成し受験
者数を増やす。

ａ　将来を見据え、意欲的に資
格取得にチャレンジさせる

目標：全商１級３種目以上表彰
者３名以上

将来を見据え、意欲的に資格取得にチャレンジさ
せたが、全商１級３種目以上表彰者は１名であっ
た。しかし、主体的に上位級に挑戦する生徒も現
れた。最後であきらめてしまう生徒が若干名見受
けられたことが課題である。

将来を見据え、直接的に進路につながらなくても、
必ずその知識技能が生きる力になることを理解さ
せ、意欲的に資格取得にチャレンジさせる。また、
モチベーションを保てるよう指導する。
さらに、下級生のうちから合格しやすい検定を受検
させることで、自信をつけさせていく。

ｂ　地域社会との連携による探
究活動(課題研究)を組織的に
運営し推進する

目標：課題研究等実践４本以
上

地域社会（商店街、事業主）と連携し各分野で役割
分担をして組織的に探究活動をすることができ、課
題研究実践を４本することができた。一方で、学ん
だ商業の知識を生かしきれなかったことが課題で
ある。

地域社会等との関わり方は現状に満足せず深く、
あるいは別の団体等とも関わりを深めていく。さら
に、常に広い視野を持ち、新しい技術(VR等)に目を
向けさせる。

７
専門
商業系
指導

６
専門
工業系
指導

３
進路支援

４
地域連携

５
専門
農業系
指導


